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内容：

地球温暖化の原因として、地中から採取した化石資源を消費す
ることにより、二酸化炭素を大気中に放出すること、すなわち炭素
の流れが一方向であることが指摘されています。そのため、再生
可能なエネルギーが注目を集めています。当研究室ではバイオマ
ス(生物体資源)に注目しました。バイオマス由来の資源であれば、

その利用によって発生する二酸化炭素はもともと空気中に存在し
ていたものを固定化したものですから、大気中の二酸化炭素の増
加には関与しないと考えられています。

しかし、バイオマスは石油や石炭ほど利用しやすい構造ではあり
ません。そのために、色々な前処理をして、化学処理を行ない、時
には酵素や微生物などの生化学処理を経て、現在使用されている
機械や装置に使える構造・形態に変換することが求められます。

当研究室では、米や木材からポリマー原料を生産すること、農業

廃棄物からエタノールを生産すること、下水汚泥の燃料化、廃食用
油からディーゼル燃料を生産することなどを研究しています。
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汚泥の燃料化 米からプラスチック 高性能なＢＤＦ
製造装置
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